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公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン  南部A 八木新宮線・十津川線 

系統番号 C 問題・課題 

施策・意向 

路線別検討会議での意見 

まちづくりアイデア 

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

【五條市】五條病院または五條ＢＣを
拠点に考えている 

【大淀町】南奈良総合医療センターを拠点と
する場合、福神駅へはピストン運行でもよい 

大淀町市街地と福神駅をどう結ぶかが課題 

【大淀町】将来的にも鉄道での拠点は下市口と考
えている 

南奈良総合医療センターへは下市口から鉄道乗
換えもしくはバス乗換えとなるが、鉄道が利用され
るのではないか 

南奈良総合医療センターへはいろいろな路
線が乗り入れる可能性がある 

現計画の玄関口では狭いため、滞留ス
ペースがとれない場合は福神駅を利用す
る必要がある 

起 点 経 過 地 終 点

30 八木駅 ﾎﾃﾙ昴 新宮駅

31 新宮駅 十津川温泉 八木駅

32 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 城戸 十津川温泉

33 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 県立五條病院玄関口十津川温泉

運　　　　　行　　　　　系　　　　　統
運行系統名

十津川

八木新宮

宇井地区では災害復興住
宅を中心としたまちづくり 

西吉野村地区では五新鉄道跡を
活用したまちづくり、五條地域医療
センターを中心としたまちづくり 

福神駅 

南奈良総合医療センターを
中心とした新たなまちづくり 

【十津川村】 

南部東部宿泊者キャッシュバックキャン
ペーン実施 効果は大きい 

事業① 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 「南奈良総合医療センター」へのアクセス確保 

関係市町村 五條市、十津川村、野迫川村 

主な沿線施設 五条駅、五條市役所、西吉野支所、大塔支所、十津川村役場、奈良県立五條病院、五條
高校、智辯学園高校、五條高校賀名生分校、十津川高校、五條新町、五條鉄道跡、大塔
温泉、道の駅吉野路大塔、谷瀬の吊橋、湯泉地温泉、道の駅十津川郷、十津川温泉 

評価指標 常住人口：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
通院の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
交通手段別分担率：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
観光入込客数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 
延べ宿泊者数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑤ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

中辻医院 

田畑病院 

越部駅 

六田駅 

大和上市駅 

吉野神宮駅 

下市口駅 
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    ：南奈良総合医療センター通院ライン 

【奈良県】 

南部東部宿泊者キャッシュバック
キャンペーン 

【五條市】 

イオン五條店のバス待合所を活用
した物産や情報発信の検討 

【五條市】 

阪和道、京奈和道を活用した高速
バスの検討 

【五條市】 

南奈良総合医療センターへのコミュ
ニティバスによる代替運行 

事業① 南奈良総合医療センター通院ライン 

実施内容 南奈良総合医療センターへのコミュニ
ティバスによる代替運行 

実施主体 五條市 

実施効果 施設利用者の利便性の向上、公共交通
の利用者数の増加 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 「南奈良総合医療センター」へのアクセス確保 

関係市町村 五條市、十津川村、野迫川村 

主な沿線施設 五条駅、五條市役所、西吉野支所、大塔支所、十津川村役場、奈良県立五條病院、五條
高校、智辯学園高校、五條高校賀名生分校、十津川高校、五條新町、五條鉄道跡、大塔
温泉、道の駅吉野路大塔、谷瀬の吊橋、湯泉地温泉、道の駅十津川郷、十津川温泉 

評価指標 南奈良総合医療センター来訪者の公共交通分担率 
○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
※センターによるアンケート調査 
※H27値を他病院（医大病院等）の値を参考値として採用 
or H27値を病院設計時の計画値を採用 
or  初年度 （H28）から△ポイントアップ、という目標を設定    

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑤ 八木新宮線、十津川線への運行費補助 

実施内容 

実施主体 国 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑥ 八木新宮線、十津川線への運行費補助 

実施内容 奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に
基づき、路線運行費を補助 

実施主体 奈良県 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ ノンステップバスの導入 

実施内容 

実施主体 奈良交通株式会社 

実施効果 バリアフリー化の促進 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 県民 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 



事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑤ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 南部B 大淀五條線 

系統番号 

※ーH26はH26.10に変更した 
  系統 

C 問題・課題 

施策・意向 

路線別検討会議での意見 

まちづくりアイデア 

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

大淀町市街地と福神駅をどう結ぶかが
課題 

南奈良総合医療センターへは下市口から
鉄道乗換えもしくはバス乗換えとなるが、
鉄道が利用されるのではないか 

【五條市】 
五條病院または五條ＢＣを拠点に考えている 

南奈良総合医療センターへはいろいろな
路線が乗り入れる可能性がある 

現計画の玄関口では狭いため、滞留ス
ペースがとれない場合は福神駅を利用す
る必要がある 

起 点 経 過 地 終 点

34a 大淀五條 下市口駅 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

運　　　　　行　　　　　系　　　　　統
運行系統名

下市口 

国道３７０号から南奈良
総合医療センターへのア
クセス市道を整備予定 

【大淀町】 

大淀町市街地と南奈良総合医療セン
ターを結ぶコミバスの運行 

福神駅 

南奈良総合医療センターを
中心とした新たなまちづくり 

【大淀町】 

将来的にも鉄道での拠点は下市口と考え
ている 

まちづくりの方向性 「南奈良総合医療センター」及び「福神駅」へのアクセス確保 

関係市町村 五條市、大淀町 

主な沿線施設 福神駅、南奈良総合医療センター、五條バスセンター 

評価指標 常住人口：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
通院の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
交通手段別分担率：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 

路線・地域の概要 

事業① 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

実施事業 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

    ：南奈良総合医療センター通院ライン 

＜    ：南奈良総合医療センター通院ライン＞ 

※南奈良総合医療センター開院時に大淀五條線を廃止 

  五條市コミュニティバスがセンターに乗り入れ  

中辻医院 

【五條市】 

南奈良総合医療センターへのコミュ
ニティバスによる代替運行 

【五條市】 
総合庁舎の整備にあわせた路線再編の検討 

事業③ 大淀五條線への運行費補助 

実施内容 

実施主体 国 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑤ ノンステップバスの導入 

実施内容 

実施主体 奈良交通株式会社 

実施効果 バリアフリー化の促進 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 「南奈良総合医療センター」及び「福神駅」へのアクセス確保 

関係市町村 五條市、大淀町 

主な沿線施設 福神駅、南奈良総合医療センター、五條バスセンター 

評価指標 南奈良総合医療センター来訪者の公共交通分担率 
○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
※センターによるアンケート調査 
※H27値を他病院（医大病院等）の値を参考値として採用 
or H27値を病院設計時の計画値を採用 
or  初年度 （H28）から△ポイントアップ、という目標を設定    

路線・地域の概要 

事業① 南奈良総合医療センター通院ライン 

実施内容 南奈良総合医療センターへのコミュニ
ティバスによる代替運行 

実施主体 五條市 

実施効果 施設利用者の利便性の向上、公共交通
の利用者数の増加 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

実施事業 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 県民 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

大淀バスセンター 



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン  南部C 洞川線・下市天川線・下市笠木線・八木下市線 

ふれあいバスを福神駅へアクセス 

【下市町】 
買物タクシーを地方創生で挙げることを検討 

【黒滝村】 
コミバスの南奈良総合医療センター乗り入れ 

【黒滝村】 

非効率な投資をしないため大淀町、下市町、
天川村との調整が必要 

【天川村】 
スクールバスに住民混乗 

【天川村】 
観光客は混乗不可 

【天川村】 

南部東部宿泊者キャッシュバックキャン
ペーン実施、効果は大きい 

【黒滝村】 
奈良交通の通学補助を検討 

系統番号 C 問題・課題 

施策・意向 

路線別検討会議での意見 

まちづくりアイデア 

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

起 点 経 過 地 終 点

36 洞川 大淀ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 下阪 洞川温泉

35 下市天川 下市口駅 天川川合 中庵住

37 下市笠木線 下市口駅 笠木

38a 八木駅 南大和三丁目 下市口駅

39a 下市口駅 岩森

運　　　　　行　　　　　系　　　　　統
運行系統名

八木下市

※ーH26はH26.10に変更した系統 

【大淀町】 
下市口は交通の要所 

【下市町】 
インバウンド観光について検討 
路線バスを活用した観光まちづくり 

天川村内移動のためのバス
便がない 

【下市町】 

南奈良総合医療センターへの移動手
段にタクシー補助の活用を検討 

福神駅 

南奈良総合医療センターを
中心とした新たなまちづくり 

事業① 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 「南奈良総合医療センター」及び「福神駅」へのアクセス確保 

洞川温泉等の観光による誘客 

関係市町村 大淀町、下市町、黒滝村、天川村、東吉野村 

主な沿線施設 下市駅、下市町役場、天川村役場、町立大淀病院、大淀高校、洞川温泉、天河大弁財天
社、大峯奥駈道 

評価指標 常住人口：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
通院の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
交通手段別分担率：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
観光入込客数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 
延べ宿泊者数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑤ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

中辻医院 

下市口駅 

洞川温泉 

天河大弁財天社 

大峯奥駈道 

国
道
３
０
９
号 

下
市
町
長
谷
～
丹
生
の
整
備 

【黒滝村】 

空白地有償運送、福祉有償運
送による病院アクセス、村内
観光の移動手段の確保を検討 

【天川村】 
廃校を活用した観光拠点整備 

【天川村】 

高野大峯歴史街道ウォーキング
の観光誘客 

【奈良県】 

南部東部宿泊者キャッシュバック
キャンペーン 

事業① コミュニティバスの再編 

実施内容 ふれあいバスを福神駅へアクセス 

実施主体 大淀町 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② タクシー補助 

実施内容 南奈良総合医療センターへの移動手段
にタクシー補助 

実施主体 下市町 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ コミュニティバスの再編 

実施内容 コミバスを南奈良総合医療センターに乗
り入れる 

実施主体 黒滝村 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 観光客の誘客に向けた交通確保の検討 

実施内容 

実施主体 大淀町、下市村、黒滝村、天川村、東吉
野村 

実施効果 観光客の増加 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 「南奈良総合医療センター」及び「福神駅」へのアクセス確保 

洞川温泉等の観光による誘客 

関係市町村 大淀町、下市町、黒滝村、天川村、東吉野村 

主な沿線施設 下市駅、下市町役場、天川村役場、町立大淀病院、県立大淀高等学校、洞川温泉、天河
大弁財天社、大峯奥駈道 

評価指標 南奈良総合医療センター来訪者の公共交通分担率 
○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
※センターによるアンケート調査 
※H27値を他病院（医大病院等）の値を参考値として採用 
or H27値を病院設計時の計画値を採用 
or  初年度 （H28）から△ポイントアップ、という目標を設定    
下市町、黒滝村、天川村への観光目的での来訪者数 
○○人（H27）⇒○○人（H32） 
※各市町での観光入込客数調査 

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑥ 洞川線・下市天川線への運行費補助 

実施内容 奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に
基づき、路線運行費を補助 

実施主体 奈良県 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ ノンステップバスの導入 

実施内容 

実施主体 奈良交通株式会社 

実施効果 バリアフリー化の促進 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 県民 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑤ 洞川線、下市天川線への運行費補助 

実施内容 

実施主体 国 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン  南部D 八木大滝線・熊野線 

系統番号 C 問題・課題 

施策・意向 

路線別検討会議での意見 

まちづくりアイデア 

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

【川上村】 
吉野町との連携を見据え、29人乗り
程度の車両を購入を検討 

【吉野町】 

路線バスがなくなる危機感か
らコミバスに力を入れている 

新病院へのニーズが不明で
路線バスへの補助は難しい 

【吉野町】 

現在運行している上市～杉の湯の
13.5本をうまく再編していきたい 

起 点 経 過 地 終 点

42 大淀バスセンター樫尾 湯盛温泉杉の湯

43 大淀バスセンター国栖 湯盛温泉杉の湯

44 熊野 湯盛温泉杉の湯 池原 下桑原

運　　　　　行　　　　　系　　　　　統
運行系統名

八木大滝

杉の湯までつないだら直接病院まで吉野町コ
ミバスでいけるのではないか。さらに大淀バ
スセンターまでつないではどうか 

カバーしあうことも含めて調整が必要 

共同運行ではなくても相互に乗り入れが
できたらよい 

お互いの町村に目的地が必要。また時刻
表の一体化も必要 

※ーH26はH26.10に変更した 
  系統 

【吉野町】 

これまで通り吉野病院を中心として考
えたい 

福神駅 

南奈良総合医療センターを
中心とした新たなまちづくり 

事業① 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 隣接町村間の広域連携による生活交通・観光交通の確保 
（「南奈良総合医療センター」及び「大和上市駅」へのアクセス確保） 

関係市町村 吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村 

主な沿線施設 大和上市駅、吉野町役場、下北山村役場、上北山村役場、川上村役場、吉野病院、吉野
高校、きなりの湯、下北山スポーツ公園、和佐又山、杉の湯 、大峯奥駈道 

評価指標 常住人口：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
通院の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
交通手段別分担率：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
通勤の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
自由目的の地域間流動量：○トリップ（Ｈ27）⇒○トリップ（Ｈ32） 
観光入込客数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 
延べ宿泊者数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑤ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

      ：南部地域連携コミュニティバス 
       （Ｒ169ゆうゆうバス）      
      ：吉野町・川上村連携コミュニティバス 

※熊野線を廃止、南部地域連携コミュニティバスへの転換
（大淀ＢＣ～下桑原）  

  八木大滝線を廃止、吉野町、川上村コミュニティバスの
相互乗り入れで代替  

中辻医院 

下市口駅 

大和上市駅 

杉の湯 

きなりの湯 

下北山スポーツ公園 

和佐又山 

大峯奥駈道 

【吉野町・川上村】 
吉野町（スマイルバス）、川上村（やまぶきバス）の連携コミュニティバス運行 
（路線バス＋コミバス計13.5便⇒コミバス8便に集約） 
（吉野町・川上村連携コミュニテイバスの他市町村民の混乗も可能） 

【吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村】 
南部地域連携コミュニティバスを運行 

（平日は生活路線として病院に行って帰れるダイヤ、
休日は観光客が来て帰れるダイヤで運行） 
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【下北山村、上北山村、川上村】 
村民へ地域公共交通パスポートの発行（運賃助成） 
※下北山村は村民以外にも発行 

【奈良県】 

南部東部宿泊者キャッシュバック
キャンペーン 

事業① 29人乗りバスの導入 

実施内容 吉野町との連携を見据え、29人乗り程度
の車両を購入する 

実施主体 川上村 

実施効果 従前より大型のコミュニティバスで運行
地域を拡大し、利用者数増加 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 観光客の誘客に向けた交通確保の検討 

実施内容 

実施主体 吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、
川上村、東吉野村 

実施効果 観光客の増加 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 路線のPR 

実施内容 ダイヤ変更や、長距離のコミバスをPR 

実施主体 大淀町、吉野町、川上村、上北山村、 
下北山村、「交通事業者」 

実施効果 バス利用者の増加 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 運賃の補助 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 隣接町村間の広域連携による生活交通・観光交通の確保 
（「南奈良総合医療センター」及び「大和上市駅」へのアクセス確保） 

関係市町村 吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村 

主な沿線施設 大和上市駅、吉野町役場、下北山村役場、上北山村役場、川上村役場、吉野病院、県立
吉野高等学校、きなりの湯、下北山スポーツ公園、和佐又山、杉の湯 、大峯奥駈道 

評価指標 広域（町村跨ぎの）交流人口    広域アクセス性に関する町村住民満足度の向上 
○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32）      ○％（H27）⇒○％（H32） 
※バス乗降（OD）調査        ※町村民アンケート 
バス利用者数 
○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32）       
※バス乗降調査  

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑥ 南部地域連携コミュニティバスへの運行
補助 

実施内容 奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に
基づき、路線運行費を補助 

実施主体 奈良県 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ ノンステップバスの導入 

実施内容 

実施主体 奈良交通株式会社 

実施効果 バリアフリー化の促進 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 県民 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑤ 南部地域連携コミュニテイバスの南奈良
総合医療センターへの乗り入れ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン  北西部A 富雄庄田線・高の原高山線 

系統番号 C 問題・課題 

施策・意向 

路線別検討会議での意見 

まちづくりアイデア 

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

管理会社による公共交通利用のPR 

くろんど池や周辺観光エリアへの
交通アクセスの案内充実 

※ーH26はH26.10に変更した 
  系統 

起 点 経 過 地 終 点
109 富雄駅 学研北生駒駅 傍示
110 富雄駅 育英西高校 傍示
111 富雄駅 二名 学研北生駒駅
112 高の原高山 高の原駅 学研奈良登美ヶ丘駅高山サイエンスタウン

運 行 系 統

富雄庄田

運 行 系 統 名

生駒北スポーツセンターの整備 
・大会・イベント・教室等の開催 
・駐車場：約１６０台 

H27年4月より、スポーツセンターへ
のバス路線の延伸 

学研北生駒駅前（調整
区域）に商業施設出店
の話がある 

北コミュニティセンターへのアクセス
手段として、車や白庭台駅からの徒
歩が多く、公共交通の利用がほとん
どない 

平成２６年６月、東生駒
駅前に病院が開院 

病院や買物先があちらこちらにあり、
車ですぐに行くことができる 

事業① 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 「生駒北スポーツセンター」への誘客 

関係市町村 奈良市、生駒市 

主な沿線施設 学研奈良登美ヶ丘駅、学研北生駒駅、富雄駅、北コミュニケーションセンター、育英西高校、
奈良北高校 

評価指標 常住人口：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 
交通手段別分担率：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
自由目的の地域間流動量：○トリップ（Ｈ27）⇒○トリップ（Ｈ32） 
観光入込客数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32）       

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑤ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

生駒北 

枚
方
大
和
郡
山
線 

生
駒
市
高
山
町
～
上
町
の
整
備 

枚
方
大
和
郡
山
線 

奈
良
市
中
町 

事業① スポーツセンターへの平日の乗入れ検
討 

実施内容 スポーツセンターへのバス路線の遠心に
ついて、現在は土日祝だけの運行を予
定しているが、今後需要に応じて平日の
乗入れも検討 

実施主体 施設管理会社 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 公共交通利用のＰＲ 

実施内容 スポーツセンター管理会社による公共交
通利用のＰＲ 

実施主体 施設管理会社 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 「生駒北スポーツセンター」への誘客 

関係市町村 奈良市、生駒市 

主な沿線施設 学研奈良登美ヶ丘駅、学研北生駒駅、富雄駅、北コミュニケーションセンター、育英西高校、
奈良北高校 

評価指標 スポーツセンターへのバス利用者数       
○○人（H27）⇒○○人（H32）   
※スポーツセンターでの降車数調査       

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑤ 富雄庄田、高の原高山線への運行費補
助 

実施内容 

実施主体 国 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ ノンステップバスの導入 

実施内容 

実施主体 奈良交通株式会社 

実施効果 バリアフリー化の促進 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 県民 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 奈良県 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

鹿畑町 
交差点 

渋滞解消のソフト対策の
検討 

くろんど池への観光促進 

スポーツセンターへのバス路線の
延伸について、現在は土日祝だけ
の運行を予定しているが、今後、需
要に応じて平日の乗り入れも検討 

北コミュニティ 
センター 



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン  北西部B 郡山若草台線 

系統番号 C 問題・課題 

施策・意向 

路線別検討会議での意見 

まちづくりアイデア 

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

病院ができたら路線を病院までとするこ
とも考えられる 

現在は転回可能場所が若草台しかない 

奈良総合医療センターへのアクセ
スについて、現在は六条山行・若
草台行のバス路線の延伸で検討 

病院へのアクセスのための増発 

整備されたバイパスを通しても道が
狭隘で離合が困難な場所がある 

起 点 経 過 地 終 点

113 郡山若草台 若草台 旭ヶ丘住宅 近鉄郡山駅

運 行 系 統
運 行 系統 名

敷地が広大ではなく、公共
施設も今後統廃合の流れ 

泉ヶ丘県営住宅跡地の利
用、民間への売却 

イオンタウンのオープンにより
利用が倍増 

病院のホームページ上でアク
セス手段として本路線を紹介 

従業員用駐車場を
有料で設置 

奈良県総合医療センター 
・外来患者数：１５００人/日 
・職員数１０００人を想定 
・平成２９年末に建築工事が完了予定 

・平成２９年度中あるいは平成３０年度
頭に開院予定 
・地域の３次医療、高度医療を目指す 
・他病院とのすみわけ 

（都）石木城線の整備 

近鉄郡山駅周辺（１km四方）につ
いて県と市で連携協定を締結 

近鉄郡山駅前の西友がH２７年４
月閉店し、11月よりスーパー
（ASMO）がオープン予定 

近鉄郡山駅からイオンまでの
直通バス（１５０円）で行ける 

事業① 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 「奈良県総合医療センター」や「イオンタウン富雄南」へアクセス等、生活交通の確保 

関係市町村 奈良市、大和郡山市 

主な沿線施設 近鉄郡山駅、大和郡山市役所、奈良リハビリテーション病院、イオンタウン富雄南 

評価指標 常住人口：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 
通院の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
交通手段別分担率：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑤ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

奈良総合医療センターへのアクセ
スについて、西ノ京、近鉄郡山駅
から運行予定 

西ノ京 

九条 

事業① 「奈良県総合医療センター」へのアクセス
路線の検討 

実施内容 「奈良県総合医療センター」へアクセスす
るための路線整備等の検討 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 「奈良県総合医療センター」や「イオンタウン富雄橋」へアクセス等、生活交通の確保 

関係市町村 奈良市、大和郡山市 

主な沿線施設 近鉄郡山駅、大和郡山市役所、奈良リハビリテーション病院、イオンタウン富雄橋 

評価指標 奈良県総合医療センターやイオンタウン富雄橋へのバス利用者数       
○○人（H27）⇒○○人（H32）   
※各施設（最寄バス停）での降車数調査 

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑤ 郡山若草台線への運行費補助 

実施内容 

実施主体 国 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ ノンステップバスの導入 

実施内容 

実施主体 奈良交通株式会社 

実施効果 バリアフリー化の促進 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 県民 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 奈良県 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

学園前駅から奈良総合医療セン
ターへの乗り入れ検討 

自動車学校跡地・県警住宅
の利活用検討 

六条山線の拡幅 

西ノ京～六条山のバスの総合
医療センターまでの延伸 

近鉄郡山駅～若草台のバスの
総合医療センターへの乗り入れ 

近鉄郡山駅のバリアフリー化 

開院にあわせてバイパスを整備 

県道枚方大和郡山線
（柳町工区）事業中 

（都）城廻り線 事業中 



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン  北西部C 白鳳台住宅線・信貴山線 

系統番号 C 問題・課題 

施策・意向 

路線別検討会議での意見 

まちづくりアイデア 

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

現在は駅前広場がない状態。国
道168号の拡幅に伴い、駅前広

場の整備を計画中。上牧町から
のバスの乗り入れも想定 

近隣商業地域だが、施設がなか
なか入ってこない 

起 点 経 過 地 終 点
114 王寺駅（南） 畠田 白鳳台二丁目
115 王寺駅（北） 畠田 白鳳台二丁目
116 信貴山 王寺駅北口 信貴山下駅 信貴山門

運 行 系 統

白鳳台住宅

運 行 系統 名

三郷線、信貴山線の路線を変更 

駐輪場の料金改定で町外の方の利用料が増。
バス利用者が増加する可能性がある 

観光関係者へバス利用者の増加状況を伝え
ることで、バスを利用した観光振興 

バス乗り場が分からないという苦情に対応し、
信貴山、法隆寺への案内を設置 

イーストヒルズの住民層について、
比較的若い方が多い 

【三郷町】 

①割引率の高い平日のみの定期
券を作ってほしい 

②路線の新設や再編後に、バス利
用が定着するまで１～３年程の期
限付きで県の補助をつけてほしい 

福祉乗車制度の改定により、運賃
が無料から１乗車１００円に変更。
高齢者の利用が減少 

王寺スカイヒルズ 

上牧町について、通勤の送迎先
として畠田駅が多い 

・白鳳台について、昭和５８年開
発で高齢化や空き家の増加が進
んでいる 

・住民の方について、基本はバス
で王寺町まで移動。自転車で志
都美駅まで行かれる方も数名 

事業① 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 国道168号の拡幅に伴う、畠田駅の広場整備及びバスの乗り入れ 

関係市町村 三郷町、王寺町、香芝市 

主な沿線施設 信貴山下駅、新王寺駅、王寺駅、畠田駅、三郷町役場、王寺町役場、西和清陵高校 

評価指標 常住人口：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
交通手段別分担率：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
通勤の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
観光入込客数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 

路線・地域の概要 

実施事業 新王寺駅 

王寺駅 

事業⑤ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

国
道
１
６
８
号
線 

王
寺
町
畠
田
四
丁
目
～
本
町
一
丁
目
の
整
備 

 

国
道
１
６
８
号
線 

香
芝
市
北
今
市
～
王
寺
町
畠
田
四
丁
目
の
整
備 

 

事業① 幡唾液へのバス乗入れ 

実施内容 国道168号の拡幅に伴い、駅前広場を整
備し、上牧町からのバスの乗入れを検討 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 案内サインの設置 

実施内容 信貴山、法隆寺方面へのバス乗り場の
案内を設置 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 国道168号の拡幅に伴う、畠田駅の広場整備及びバスの乗り入れ 

関係市町村 三郷町、王寺町 

主な沿線施設 信貴山下駅、新王子駅、王寺駅、畠田駅、三郷町役場、王寺町役場、西和清陵高校 

評価指標 常住人口：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
交通手段別分担率：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
通勤の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
観光入込客数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑤ 白鳳台住宅、信貴山線への運行費補助 

実施内容 

実施主体 国 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ ノンステップバスの導入 

実施内容 

実施主体 奈良交通株式会社 

実施効果 バリアフリー化の促進 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 県民 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑥ 線への運行費補助 

実施内容 奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に
基づき、路線運行費を補助 

実施主体 奈良県 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン  北西部D 奈良法隆寺線 

【川西町】 

事業者（工業団地）との連携による小泉駅や
法隆寺駅などへのアクセスを検討 

事業者：法隆寺駅への結節を希望、川西町：
昭和工業団地を活用していくという事業展開
としては大和小泉駅への結節を希望 

【川西町】 

事業者の中には自身でバスを購入し運行さ
れているところもあり、今、路線を作ったとして
も使わないという意見や24時間稼動への対
応を求める意見もある 

系統番号 C 問題・課題 

施策・意向 

路線別検討会議での意見 

まちづくりアイデア 

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

起 点 経 過 地 終 点

117 奈良法隆寺
東大寺大殿・
国立博物館 小泉 法隆寺前

運 行 系 統
運 行 系統 名

近鉄郡山駅前バスターミ
ナルの整備：平成２７年～
２９年に工事を予定 

奈良では観光路線、大和
郡山市では片桐地区の生
活路線として認識 

西の京病院へアクセス
する公共交通手段は
本路線のみ 

乗降調査の結果、西の京病院および
七条町から都跡小学校まで、十数人
の小学生の利用があった 

【矢田筋-小泉間】：日中は
本路線が唯一の生活路線 

【法起寺付近】：路線バス
は本路線のみ 

【小泉・東和苑付近】：本路
線の朝夕の一往復のみが
停車 

西側の工業団地の
拡張を計画中 

【川西町】 

結崎駅と天理市（西
側）をつなぐアクセスを
つくりたいと考えている 

【斑鳩町】 

買い物先としては、法隆寺駅近くの
万代や国道２５号線沿いのイオンが
ある。町のコミバスが走っているほ
か、イオンへは路線バスもある。 
王寺方面へ出られる方が多い 

【斑鳩町】 

薬師寺への行き方について問い合わせ多数。また、
アクセス方法としては、近鉄筒井駅で電車に乗り換
えるかバス一本で行くかである 

筒井 

事業① 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 結崎工業団地の拡大を契機とした、事業者との連携による小泉駅や法隆寺駅などへのア

クセス 

関係市町村 奈良市、大和郡山市、斑鳩町 

主な沿線施設 近鉄奈良駅、奈良駅、近鉄郡山駅、大和小泉駅、奈良県庁、県総合庁舎、斑鳩町役場、西
の京病院、奈良女子高校、郡山高校、興福寺、なら100年会館、唐招提寺、薬師寺、法隆
寺 

評価指標 常住人口：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 
登校の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
通院の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
交通手段別分担率：○％（Ｈ27）⇒○％（Ｈ32） 
通勤の所要時間：○分（Ｈ27）⇒○分（Ｈ32） 
従業人口：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 
観光入込客数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 
延べ宿泊者数：○人（Ｈ27）⇒○人（Ｈ32） 

路線・地域の概要 

実施事業 

ＪＲ奈良 
おうとくクリニック 

おかたに病院 

近鉄奈良駅 

奈良駅 

事業⑤ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑥ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

（
（
都
）
西
九
条
佐
保
線 

奈
良
市
三
条
添
川
～
大
宮
町 

奈
良
市
八
条
二
丁
目
～
三
条
栄

の
整
備 

 

奈良-三条大路間は生活路
線としての利用が多い 

奈良富雄線や六条山線も
運行しており、１時間に４本
の運行がある 

（（郡
）石
木
城
線 

奈
良
市
石
木
町
～
大
和
郡
山

市
城
町
の
整
備 

 

枚
方
大
和
郡
山
線 

大
和
郡
山
市
柳
町
の
整
備 

 

（都）城廻り線 
大和郡山市郡山町～冠山町の整備 
 

天理王寺線 
河合町池部～川西町保田 
の整備 
 

【川西町】 

西側地区の方からは法隆寺駅を利用
したいとの声がある 

大阪までＪＲでは３０～４０分、近鉄で
は１時間以上 

結崎田原本線 
川西町結崎～三宅町三河 
の整備 
 

事業① 事業者(工業団地)との連携による駅への
アクセスの検討 

実施内容 事業者(工業団地)との連携による小泉駅
や法隆寺などへのアクセスを検討 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業② 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業③ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業④ 

実施内容 

実施主体 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

まちづくりの方向性 結崎工業団地の拡大を契機とした、事業者との連携による小泉駅や法隆寺駅などへのア

クセス 

関係市町村 奈良市、大和郡山市、斑鳩町 

主な沿線施設 近鉄奈良駅、奈良駅、近鉄郡山駅、大和小泉駅、奈良県庁、県総合庁舎、斑鳩町役場、西
の京病院、奈良女子高校、郡山高校、興福寺、なら100年会館 

評価指標 

路線・地域の概要 

実施事業 

事業⑤ 奈良法隆寺線への運行費補助 

実施内容 

実施主体 国 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑦ ノンステップバスの導入 

実施内容 

実施主体 奈良交通株式会社 

実施効果 バリアフリー化の促進 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑧ 

実施内容 

実施主体 県民 

実施効果 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 

事業⑥ 奈良法隆寺線への運行費補助 

実施内容 奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に
基づき、路線運行費を補助 

実施主体 奈良県 

実施効果 バス路線の維持 

実施期間 Ｈ○○．○○ ～ Ｈ○○．○○ 
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